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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で

あ
る
。
体
力
の
衰
え

を
痛
感
し
３
年
前
か

ら
テ
ニ
ス
を
再
開
し

た
。
古
希
を
目
前
に

し
て
30
年
ぶ
り
に
ス
ク
ー
ル
に
入

学
し
た
が
、
部
活
で
毎
日
の
よ
う

に
練
習
し
て
い
た
経
験
者
な
ら
い

ざ
知
ら
ず
、
週
一
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

と
っ
て
は
昔
の
よ
う
に
打
つ
こ
と

が
で
き
な
い
▼
そ
れ
で
も
少
し
ず

つ
リ
ハ
ビ
リ
を
重
ね
勘
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
人
生
初
の
シ
ン
グ
ル
ス
の
試

合
に
挑
戦
し
た
。
市
民
大
会
70
歳

以
上
の
部
な
ら
な
ん
と
か
対
等
に

戦
え
る
の
で
は
な
い
か
と
、
密
か

に
優
勝
す
ら
思
い
浮
か
べ
る
イ
メ

ト
レ
を
重
ね
て
試
合
当
日
を
迎
え

た
。
結
果
を
敢
え
て
こ
こ
で
伝
え

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
▼
た
だ
、

予
選
で
完
敗
し
た
83
歳
に
な
る
対

戦
相
手
の
省
エ
ネ
テ
ニ
ス
に
は
教

え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
精
悍
な
体

躯
の
大
翁
は
、「
平
日
は
ほ
ぼ
毎

日
テ
ニ
ス
を
し
て
い
ま
す
、
週
一

や
二
で
は
健
康
を
維
持
で
き
ま
せ

ん
か
ら
」
と
日
焼
け
し
た
顔
を
崩

し
な
が
ら
宣
う
の
で
あ
る
▼
日
常

診
で
「
健
康
格
差
の
縮
小
は
可
能

か
？
」
を
講
演
さ
れ
た
千
葉
大
学

予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
の
近
藤
克
則

先
生
に
よ
る
と
、
健
康
状
態
を
決

定
す
る
要
因
は
生
物
学
的
要
因
や

生
活
習
慣
の
よ
う
な
直
接
的
因
子

で
は
な
く
そ
の
背
景
に
あ
る
構
造

的
な
因
子
、
例
え
ば
所
得
、
学
歴

な
ど
の
社
会
階
層
的
要
因
の
影
響

が
重
大
で
、
そ
の
改
善
が
必
要
だ

と
い
う
。
経
済
格
差
が
健
康
格
差

を
生
む
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ

く
。
メ
タ
ボ
予
防
の
た
め
に
週
に

２
回
１
時
間
以
上
の
運
動
日
を
確

保
で
き
る
壮
年
や
、
フ
レ
イ
ル
予

防
の
た
め
に
社
会
参
加
す
る
余
裕

の
あ
る
年
金
受
給
者
が
ど
れ
ほ
ど

い
る
の
か
。
自
助
で
は
な
く
政
治

に
よ
る
解
決
が
必
要
だ
。（
九
）

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1817まで

兵庫県保険医協会第106回評議員会兵庫県保険医協会第106回評議員会
臨時（決算）総会・第48回共済制度委員会臨時（決算）総会・第48回共済制度委員会

11月16日（日）13時～17時30分　兵庫県保険医協会会議室
・13時～　第106回評議員会　　・14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第48回共済制度委員会
　特別報告「 日銀利上げ局面での金融市場見通しと新たな運用手法の潮流」
　大樹生命保険株式会社　執行役員　山崎　亮氏
・16時10分～　特別講演

「『社会的投資国家』に学ぶ
　　　　　　　　　日本の戦略」
　諸富　徹氏（京都大学公共政策大学院教授）（写真）

２０２５年(令和７年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２１１７号（１）

2117
2025年11月5日

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
医療費の窓口負担「ゼロの会」にご賛同を ２面

４面

審査対策部だより
「個別指導では録音・弁護士帯同を」 ３面

研
面
究 診内研より「診断について」

　

健
康
格
差
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
医
療
者
は
何
が
で
き
る

か
―
―
。
協
会
は
10
月
26
日
、
第
34
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を

協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
。
分
科
会
で
医
師
・
歯

科
医
師
・
薬
剤
師
・
ス
タ
ッ
フ
ら
が
日
常
診
療
で
の
経
験
を
発
表

し
、
他
科
・
多
職
種
で
交
流
を
深
め
た
。
特
別
講
演
は
「
健
康
格

差
の
縮
小
は
可
能
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
千
葉
大
学
名
誉
教
授

の
近
藤
克
則
先
生
が
講
演
し
た
。
会
場
に
71
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

27
人
の
計
98
人
が
参
加
し
た
。

　

分
科
会
は
午
前
中
に
３
会
場
で

開
催
。
医
師
・
歯
科
医
師
の
ほ

か
、
薬
剤
師
や
歯
科
技
工
士
、
訪

問
看
護
師
、
理
学
療
法
士
な
ど
多

職
種
か
ら
18
人
が
20
演
題
を
発
表

し
た
。

　

「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
重
症
化
予
防
を
目
指

し
た
地
域
医
療
連
携
の
取
り
組

み
」「
日
常
診
療
に
お
け
る
抗
認

知
症
薬
レ
カ
ネ
マ
ブ
の
使
用
経

験
」
な
ど
連
携
の
取
り
組
み
や
症

例
報
告
の
ほ
か
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

「
ネ
ッ
ト
社
会
の
危
う
さ
と
医
療

の
か
か
わ
り
」
と
の
関
係
で
は
、

「
社
会
情
報
医
療
情
報
の
入
手
経

路
」
や
「
医
療
Ｄ
Ｘ
と
薬
局
」
な

ど
の
演
題
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

他
に
も
、「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
運
動
の

取
り
組
み
」
や
「
日
常
診
療
で
役

立
つ
『
や
さ
し
い
日
本
語
』」「
被

爆
80
年
『Don't Bank on the 

Bomb

』」
な
ど
、
多
彩
な
テ
ー
マ

で
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

特
別
講
演
に
立
っ
た
近
藤
先
生

は
２
０
０
０
年
頃
に
過
去
の
話
と

思
わ
れ
て
い
た
「
健
康
格
差
」
を

「
再
発
見
」
し
た
が
、
再
現
性
や

メ
カ
ニ
ズ
ム
、
対
策
な
ど
、
数
々

の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
神

戸
市
な
ど
多
く
の
自
治
体
の
協
力

を
得
て
、
そ
の
実
証
研
究
を
行
っ

て
き
た
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
ば
か
り
が
言

わ
れ
る
が
、
健
康
を
損
な
う
背
景

に
は
環
境
・
社
会
的
要
因
が
あ
る

と
い
う
認
識
が
重
要
で
あ
り
、
国

内
で
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
総
会
決
議
に
盛

り
込
ま
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
医
師
会
や
厚
労
省
も
健
康
格

差
と
そ
の
改
善
の
重
要
性
を
徐
々

に
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
取
り

組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
健
康
格
差
縮
小
の
た

め
の
「
ゼ
ロ
次
予
防
」
の
取
り
組

み
の
ヒ
ン
ト
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
へ
の
参
加
に
あ
り
、
臨
床
に
加

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
・
社

会
保
障
制
度
を
守
る
運
動
な
ど
の

重
層
的
・
多
面
的
介
入
で
健
康
格

差
の
小
さ
い
社
会
づ
く
り
は
可
能

と
し
、
保
険
医
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

し
、
ど
ん
底
の
状
況
で
や
っ
と
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
自
助

グ
ル
ー
プ
に
た
ど
り
つ
く
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
。

　

依
存
症
は
現
在
も
治
っ
た
わ
け

で
は
な
く
「
明
日
飲
ん
で
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
の

な
か
講
演
活
動
は
治
療
で
も
あ
る

と
し
て
、
自
分
と
未
来
を
変
え
る

た
め
に
努
力
を
続
け
て
い
く
と
語

っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
山
口
達
也
氏

の
本
人
の
リ
ア
ル
な
体
験
・
背
景

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に
興

味
深
か
っ
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
と
い
う
も
の
の
怖
さ
が
よ
く
分

か
っ
た
」（
医
師
）、「
依
存
症
に

対
す
る
考
え
方
が
間
違
っ
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」（
看
護
師
）、「
大
谷
先
生
の

お
話
は
『
依
存
症
』
に
つ
い
て
と

て
も
分
か
り
や
す
く
医
学
的
に
理

解
で
き
ま
し
た
」（
事
務
）
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

が
ち
だ
が
、
自
分
の
意
志
で
や
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
慢
性
・
進

行
性
・
致
死
性
の
脳
の
病
気
で
あ

る
と
説
明
。
大
切
な
の
は
通
院
と

と
も
に
自
助
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
仲

間
の
存
在
で
あ
り
、
医
療
者
が
依

存
症
を
正
し
く
理
解
し
専
門
医
に

つ
な
ぐ
こ
と
、
寄
り
添
い
話
を
聞

く
こ
と
が
重
要
と
強
調
し
た
。

　

自
身
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
当

事
者
で
あ
る
山
口
氏
は
、
依
存
症

に
な
っ
て
い
っ
た
経
過
と
当
時
の

思
い
を
赤
裸
々
に
語
っ
た
。
オ
ー

ト
バ
イ
に
よ
る
飲
酒
事
故
を
起
こ

　

神
戸
支
部
は
10
月
18
日
、
県
農

業
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
第
46
回
支

部
総
会
・
記
念
企
画
を
開
催
。

「
依
存
症
と
共
に
生
き
る
」
を
テ

ー
マ
と
し
、「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

と
向
き
合
う
」
に
つ
い
て
元
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
山
口
達
也
氏
、「
日
常

診
療
で
依
存
症
か
な
？
と
思
っ
た

ら
」
に
つ
い
て
、
長
田
区
・
に
じ

ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
大
谷
夏
実

院
長
が
講
演
し
た
。
会
員
・
職
員

あ
わ
せ
２
０
１
人
が
参
加
し
た
。

　

大
谷
先
生
は
、
依
存
症
は
怠
け

て
い
る
・
意
志
が
弱
い
と
思
わ
れ

神戸支部第46回総会・記念企画

「「依存症と共に生きる依存症と共に生きる」」患者支えよう患者支えよう

 元TOKIOの山口達也氏・大谷夏実先生が講演

【オンライン署名は
　こちらから　 】

「緊急財政措置と診療報酬の
 大幅引き上げを求める」医　　師歯科医師署名

紙の署名用紙のご注文は、☎078－393－1807まで

まだの方は今すぐご協力を！まだの方は今すぐご協力を！

署名が1000筆超に

　９月末以来、「今まで医療機関の努力と自己犠牲で何
とか維持してきたがこれ以上は限界」「どの病院も瀕死
の状態」などの一言とともに寄せられた署名数は10月27
日までに1000筆を突破した。開業医に加え、神戸大学や
兵庫医科大学、県立病院など、県内の大病院に所属の医
師・歯科医師からも次々と多数署名が寄せられている。
　署名は11月20日に政府・国会議員に提出予定。まだの方は上の二次元コー
ドから簡単に署名いただけるので、ぜひご協力いただきたい。

近藤克則千葉大学名誉教授が講演

所
得
と
要
介
護
認
定
や
認
知
症
発
症
と
の
関
連

を
指
摘
し
、
医
療
者
と
し
て
の
介
入
の
必
要
性

を
指
摘
し
た
近
藤
先
生
（
上
）　
　
　
　
　
　

第
34
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会　

多
職
種
が
活
発
に
交
流

格
差
格
差

縮
小
縮
小「
保
険
医
の
役
割
大
き
い
」

「
保
険
医
の
役
割
大
き
い
」

アルコール依存症当事者として
の経験を具体的エピソードをま
じえて語る山口氏　　　　　　
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◇
出
席　

26
人

◇
情
勢　

25
年
版
「
労
働
経
済
白

書
」
で
医
療
や
福
祉
な
ど
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
平
均
年
収
は
他
職

種
よ
り
約
１
０
０
万
円
低
く
、
50

代
後
半
で
は
差
が
２
０
０
万
円
に

広
が
る
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
窓
口
負
担

「
ゼ
ロ
の
会
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
神
奈
川
協
会
が
作
成
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
全
会
員
に
配
布

し
、
賛
同
を
求
め
る
こ
と
、
②

「
新
・
あ
つ
い
壁
」
上
映
実
行
委

員
会
か
ら
の
依
頼
に
応
え
、
募
金

を
執
行
し
、
会
員
に
広
報
す
る
こ

と
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

７
７
９
０
人
（
＋
32
人
）
の

目
標
に
対
し
、
現
勢
が
７
７
６
３

人
（
医
科
正
３
９
８
７
人
、
医
科

準
１
４
４
４
人
、
歯
科
２
３
３
２

人
）
で
、
残
27
人
で
あ
る
こ
と
等

が
報
告
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

　

「
９
条
の
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

会
費
の
執
行
が
了
承
さ
れ
、
②
学

習
会
企
画
「
平
和
憲
法
と
暮
ら
し

の
危
機
の
新
段
階
」（
11
／
22
、

講
師
：
青
井
未
帆
学
習
院
大
学
教

授
）
の
開
催
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

論
文
「
世
界
一
長
寿

国
日
本
が
示
す
持
続
可
能
な
医
療

介
護
の
モ
デ
ル
」
の
学
術
誌
へ
の

投
稿
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
文
化
部　

ⅰ
）
京
都
四
条
南
座

に
行
っ
て
み
よ
う
！
観
劇
ツ
ア
ー

「
南
座
錦
秋
公
演
・
上
方
喜
劇
ま

つ
り
」（
11
／
２
、
演
目
「
一
姫

二
太
郎
三
か
ぼ
ち
ゃ
」「
お
祭
り

提
灯
」、
出
演
：
藤
山
直
美
ほ

か
）
に
41
人
の
申
し
込
み
等
が
報

告
さ
れ
た
。

 

（
10
月
11
日　

理
事
会
よ
り
）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

冨
永　

周
作
先
生

芦
屋
市　

内
・
小
・
胃
腸
科

８
月
９
日 

享
年
94
歳

柳
田　

一
朗
先
生

姫
路
市　

皮
・
形
成
外
科

10
月
18
日 

享
年
70
歳

白
井　

由
理
先
生

西
区　

内
科

９
月
28
日 

享
年
74
歳

久
野　

健
二
先
生

尼
崎
市　

内
・
消
・
リ
ハ
科

10
月
18
日 

享
年
64
歳

　

歯
科
部
会
は
、
10
月
5
日
、
協

会
会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
歯
周

組
織
再
生
療
法
を
成
功
に
導
く
た

め
に
」
を
開
催
。
尼
崎
市
・
石
川

齒
科
醫
院
の
石
川
亮
先
生
を
講
師

に
35
人
が
参
加
し
た
。
大
槻
浩
一

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

ご
高
名
な
石
川
先
生
の
ご
講
演

を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。
前
半

は
、
歯
周
病
の
病
態
把
握
（
新
分

類
：
ス
テ
ー
ジ
・
グ
レ
ー
ド
）、

そ
し
て
歯
周
治
療
の
ゴ
ー
ル
設
定

（
ポ
ケ
ッ
ト
深
さ
４
ｍ
ｍ
以
下
、

Ｂ
Ｏ
Ｐ
消
失
、
骨
縁
下
欠
損
お
よ

び
分
岐
部
病
変
の
非
存
在
、
咬
合

の
安
定
）
を
中
心
に
解
説
い
た
だ

　

現
在
、
医
療
の
現
場
で
は
、
経

済
的
な
理
由
か
ら
受
診
を
控
え
る

患
者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
高

齢
者
や
子
ど
も
、
働
き
盛
り
の
世

代
に
ま
で
広
が
る
「
受
診
控
え
」

は
、
命
と
健
康
を
揺
る
が
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
変
え
よ
う

と
、
神
奈
川
県
保
険
医
協
会
を
事

務
局
と
し
て
、
医
療
費
窓
口
負
担

「
ゼ
ロ
の
会
」
が
全
国
で
よ
び
か

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
協
会

も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
オ
ン
ラ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
取
り
組
み
を

共
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

会
員
の
み
な
さ
ま
に
も
賛
同
を
お

願
い
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
今
号

に
同
封
し
ま
し
た
。　

に
、
誰
も
が
、
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
医
療
」
を
取
り
戻
す
た
め

に
、
窓
口
負
担
の
軽
減
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
添
付
の
「
賛

同
は
が
き
」
に
署
名
の
う
え
、
ぜ

ひ
投
函
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
知
り
合
い
の
医
師
・

ご
友
人
へ
の
紹
介
も
歓
迎
し
ま

す
。
必
要
部
数
は
無
料
で
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
声
を
あ
げ
、「
お
財

布
を
気
に
せ
ず
受
診
で
き
る
医

療
」
を
実
現
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

※ 

追
加
注
文
な
ど
、
お
問
い
合
わ

せ
は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
７

ま
で
。

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
プ
ラ
ー
ク
の
増
加
が
歯

周
病
の
デ
ィ
ス
バ
イ
オ
ー
シ
ス
を

誘
発
す
る
機
序
か
ら
、
セ
ル
フ
ケ

ア
に
よ
る
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
極
め
て
重
要
な
役
割
を
再
認

識
い
た
し
ま
し
た
。
後
半
で
は
、

か
つ
て
の
切
除
療
法
か
ら
現
在
注

目
さ
れ
て
い
る
再
生
療
法
へ
と
焦

点
を
移
し
、
そ
の
有
効
性
と
最
新

の
治
療
戦
略
に
つ
い
て
深
掘
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

要
点
と
し
て
は
、
以
下
の
２
点

を
中
心
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

①
術
式
の
変
化
に
伴
い
、
切
開

線
の
変
遷
が
あ
り
、
血
餅
保
持
な

ら
び
に
審
美
的
に
有
効
な
乳
頭
温

存
療
法
な
ど
が
現
在
で
は
選
択
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

　

②
適
応
症
例
の
見
極
め
は
重
要

で
あ
る
が
、
減
張
切
開
を
必
要
と

せ
ず
創
部
の
完
全
閉
鎖
が
可
能
な

ケ
ー
ス
で
あ
れ
ば
、
リ
グ
ロ
ス

（
Ｆ
Ｇ
Ｆ
―
２
）
は
、
保
険
診
療

内
で
行
う
歯
周
組
織
再
生
療
法
に

お
い
て
有
効
な
手
段
と
な
り
得
る

こ
と
。

　

ど
の
内
容
も
大
変
示
唆
に
富
ん

で
お
り
、
明
日
か
ら
の
臨
床
に
早

速
取
り
入
れ
、
患
者
さ
ん
の
よ
り

感 想 文

歯
周
病
の
病
態
と
治
療
ゴ
ー
ル
、
再
生

療
法
の
進
展
を
説
明
す
る
石
川
先
生　

良
い
治
療
結
果
に
結
び
つ
け
て
い

き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

 【
準
会
員
・
歯
科　

大
槻　

浩
一
】

歯
周
治
療
の

最
前
線
を
学
ぶ

歯
科
定
例
研
究
会

医
療
費
の
窓
口
負
担

「
ゼ
ロ
の
会
」に
ご
賛
同
を

▲本号同封リーフレット

病院の危機を
患者さんに知らせよう

署名用紙の注文、クイズ応募用紙等のグッズ等は☎078－393－1807まで

クイズ＆署名用紙を月刊保団連11月号（本号）に同封！クイズ＆署名用紙を月刊保団連11月号（本号）に同封！

　現在、長年の低医療費政策に加え物価上昇により、地域医療が危機
に直面しています。誰もが必要なときに安心して医療を受けられる権利
を守るため、国には早急な財政措置および次回改定での大幅な診療報
酬アップ実現が求められています。
　協会は患者・市民の方々にこの問題を知らせようと、「なくさない
で！みんなの病院・医療」をテーマに企画したクイズと「地域住民の医
療を受ける権利を保障するために医療機関の維持存続への支援を求め
る請願署名（「地域医療を守る」請願署名）」に取り組みます。ぜひ住民
・患者さんへの呼びかけをお願いします。

「なくさないで！みんなの病院・医療」クイズ
　病院や診療所の倒産・廃業件数や医療機関
経営の厳しさの原因をテーマとした〇×問
題。ヒントを読むと正解がわかるようになっ
ています。３問に答えると、全問正解者の中
から100人に兵庫県グルメが当たります。
　医療機関で患者さんに渡していただき、集
めて協会事務所に返送ください。切手を貼ら
ずに直接ポストに投函していただくことも可
能です。また、ホームページからも応募可能
です。実施期間は12月末まで。

「地域医療を守る」請願署名と
あわせてお知らせください
　「安心して医療にかかりたい」という声を
政府に届けるため、クイズとあわせて「地域
医療を守る」請願署名の協力も呼びかけてく
ださい。

　能登半島地震で半壊以上の被害等を受けた被災者には医療費の窓
口負担や介護サービスの利用料が免除されていましたが、石川県内
の国民健康保険および石川県後期高齢者医療広域連合では、財政負
担などを理由に今年６月末をもって免除が打ち切られました。
　このまま受診抑制や治療の中断が進めば、重症化や災害関連死の
増加も懸念されます。また、介護サービスにおいても利用控えによ
る機能低下が危惧されます。
　この現状を打開するために、石川県保険医協会などでつくる石川
県社会保障推進協議会は石川県や国に令和６年能登半島地震の被災者に対する、国
保および後期高齢者医療制度の医療費の窓口負担免除、介護サービスの利用料免除
の再開等を求める署名に取り組んでいます。
　署名用紙を月刊保団連11月号（本号）に同封しています。ぜひご協力をお願いし
ます。

日　時　12月６日（土）16時～17時30分　会　場　協会会議室 ＋ WEB配信 
講　師　日本クルド文化協会　ワッカス チョーラクさん 
参加費　無料 

Zoom参加＆来場お申し込みは、https://bit.ly/m/4XY２BUI
または右の二次元コードよりお申し込みください。来場の申
し込みは下記の電話からも可能です。

　川口市・蕨市では、2024年ごろから在日クルド人に対する差別が激化。参
議院選挙では「外国人問題」が争点のように扱われ、ヘイトスピーチが繰り
広げられました。議会も外国人への偏見を助長させています。
　クルド人コミュニティは、どのような環境にあるのか。トルコ南部出身の
ワッカス・チョーラクさんをお招きし、在日クルド人の生活やヘイト問題、
医療へのアクセスの課題についてお話いただきます。

お問い合わせは、☎078－393－1840まで

国際部／西宮・芦屋支部国際部／西宮・芦屋支部　　市民公開講演会市民公開講演会

日本におけるクルド人コミュニティと医療・ヘイト問題日本におけるクルド人コミュニティと医療・ヘイト問題

本
号
同
封

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

「令和６年能登半島地震　被災者の医療費の窓口負担免除、
 介護サービスの利用料免除の再開を求める署名」
 にご協力ください
本号同封

　

病
気
は
自
己
責
任
で
は
な

く
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

こ
と
。
経
済
的
事
情
に
よ
っ

て
受
診
を
た
め
ら
う
社
会
で

は
、
健
康
格
差
が
広
が
る
一

方
で
す
。
医
療
の
本
来
の
役

割
で
あ
る
「
必
要
な
と
き
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最
近
、
反
緊
縮
財
政
派
の
経
済

学
（
の
よ
う
な
）
本
を
乱
読
し

た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
印
象
に
残

っ
た
書
籍
を
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
、
中
野
剛
志
氏
の
『
ど
う

す
る
財
源
』
は
、
緊
縮
批
判
の
立

場
か
ら
、
政
府
支
出
や
社
会
政
策

の
「
財
源
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
を
整
理
し
た
一
冊
で
あ
る
。

　

次
に
、
森
永
卓
郎
氏
の
『
ザ
イ

ム
真
理
教
』
は
、
亡
く
な
る
直
前

ま
で
精
力
的
に
発
信
し
て
い
た
著

者
が
、
財
政
均
衡
主
義
を
「
信

仰
」
と
捉
え
、
鋭
く
批
判
し
た
も

の
で
あ
る
。
読
み
物
と
し
て
面
白

い
一
方
、
や
や
扇
動
的
な
表
現
も

見
ら
れ
る
。
そ
の
息
子
で
あ
る
森

永
康
平
氏
の
『「
国
の
借
金
は
問

題
な
い
」
っ
て
本
当
で
す
か
？
』

は
、
国
債
に
つ
い
て
初
心
者
向
け

に
解
説
さ
れ
て
お
り
、
父
上
よ
り

学
問
的
で
冷
静
だ
が
主
張
は
同
様

の
よ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
以
前
当
協
会
で
も
講

演
い
た
だ
い
た
三
橋
貴
明
氏
の

『
財
政
破
綻
論
の
嘘
』
で
は
、
破

綻
論
を
一
つ
ひ
と
つ
否
定
し
、

「
国
は
破
綻
し
な
い
」
と
力
強
く

主
張
し
て
い
る
。
詳
細
は
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
で
確
認
で
き
る
。

　

財
務
省
批
判
に
関
心
が
あ
る
向

き
に
は
、
高
橋
洋
一
氏
の
『
財
務

省
亡
国
論
』
が
勧
め
ら
れ
る
。
著

者
は
財
務
省
が
「
増
税
あ
り
き
」

で
動
き
、
自
ら
の
権
益
を
守
ろ
う

と
す
る
現
状
を
批
判
し
つ
つ
、
国

　

こ
の
30
年
審
議
が
前
に
進
ん
で

い
な
い
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
に

つ
い
て
高
市
総
理
は
非
常
に
慎
重

の
よ
う
で
す
が
、
日
本
の
法
制
度

で
は
、
現
在
「
強
制
的
夫
婦
同

姓
」
で
す
。

　

こ
の
ど
こ
が
問
題
か
は
、「
夫

婦
同
姓
」
で
は
な
く
、「
強
制

的
」
が
問
題
な
ん
で
す
。
で
す
の

　

「
鷸い

つ

蚌ぽ
う

の
争
い
」
戦
国
策
（
中

国
前
漢
末　

劉
向
編
）「
漁
夫
の

利
」

　

蚌
ど
ぶ
が
いが
水
辺
で
口
を
開
け
て
の
ん

び
り
日
光
浴
を
し
て
い
る
時
、
鷸し

ぎ

（
水
辺
に
住
む
嘴

く
ち
ば
しの

長
い
肉
食
の

水
鳥
）
が
貝
を
食
す
る
た
め
に

嘴く
ち
ば
しを

入
れ
た
が
、
貝
は
殻
を
閉

じ
鳥
の
嘴

く
ち
ば
しを
挟
ん
だ
。

　

鷸し
ぎ

曰い
わ

く
「
今
日
不
雨
、
明
日
不

雨
、
即
有
死
蚌
」。（
今
日
、
明
日

に
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
ら
す
ぐ
に

死
ぬ
ぞ
）。
蚌

ど
ぶ
が
いも

ま
た
言
い
返
す

「
今
日
不
出
、
明
日
不
出
、
即
有

死
鷸
」（
今
日
、
明
日
水
辺
か
ら

出
な
か
っ
た
ら
死
ぬ
ぞ
）。

　

両
者
は
言
い
争
っ
た
。（
嘴

く
ち
ば
しを

閉
じ
た
ら
喋
れ
な
い
と
思
う
が
、

こ
れ
は
寓
話
〔fable

〕
で
あ
る

か
ら
お
許
し
を
）。

　

両
者
の
言
い
争
っ
て
い
る
最

中
、
漁
夫
が
双
方
（
鳥
と
貝
）
を

捕
獲
し
た
、
何
の
苦
労
も
せ
ず

に
。

　

今
か
ら
２
３
０
０
年
前
、
中
国

戦
国
時
代
「
趙
」
と
「
燕
」
が
お

互
い
に
争
っ
て
い
る
時
、
遊
説
家

「
蘇
秦
」
の
弟
た
る
「
蘇
代
」
が

「
急
が
ば
回
れ
」
で
、
そ
の
他
の

基
礎
研
究
を
も
っ
と
支
援
す
べ
き

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
多
剤
併
用

時
の
薬
物
動
態
の
研
究
も
重
要
で

あ
る
。

　

患
者
さ
ん
が
自
分
の
病
気
を
心

配
し
て
複
数
の
医
療
機
関
を
は
し

ご
す
る
際
、
二
重
に
投
薬
し
、
か

つ
、
お
薬
手
帳
を
そ
れ
ぞ
れ
の
医

療
機
関
が
出
し
て
は
意
味
が
な

い
。
患
者
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
の

処
方
薬
の
中
で
服
用
し
て
い
な
い

も
の
が
あ
っ
て
も
、
医
師
に
気
を

遣
っ
て
「
服
用
し
て
い
な
い
」
と

は
言
え
ず
、
ご
み
箱
行
き
に
し
て

い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
現
在

の
お
薬
手
帳
を
有
効
活
用
し
、
セ

カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
制
度
を
さ

ら
に
充
実
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

　

こ
の
ま
ま
、
政
府
が
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
し
進
め
た

ら
、
日
本
が
有
し
て
い
る
数
少
な

い
世
界
一
の
座
か
ら
保
険
医
療
制

度
が
転
落
し
、
医
療
難
民
が
出
現

す
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な

い
。

  

（
２
０
２
５
・
10
・
19
）

て
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
推
奨
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
私
は
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
医
療
保
険
と

別
枠
の
予
算
を
拡
大
し
、
こ
れ
ら

難
病
・
特
定
疾
患
を
個
別
に
も
れ

な
く
支
援
す
る
制
度
に
替
え
る
べ

き
だ
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
療
養

担
当
規
則
を
改
正
し
、
同
効
剤
の

処
方
を
認
め
ず
、
処
方
医
は
必
ず

処
方
し
よ
う
と
す
る
薬
剤
の
添
付

文
書
を
読
む
よ
う
義
務
付
け
る
べ

き
だ
し
、
多
剤
併
用
に
よ
る
未
知

の
副
作
用
に
も
配
慮
す
べ
き
で
あ

る
。

　

や
り
玉
に
挙
が
っ
て
い
る
花
粉

症
治
療
薬
で
も
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

薬
（
わ
が
国
独
特
の
呼
称
） 

つ
ま

り
、
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
の
２
種
類

ま
で
の
同
時
処
方
を
認
め
る
よ
う

に
な
っ
た
た
め
、
他
の
治
療
法
を

導
入
せ
ず
二
剤
服
用
さ
れ
て
い
る

症
例
を
少
な
か
ら
ず
見
か
け
た
。

　

ま
た
、
が
ん
が
増
加
し
て
い
る

の
で
、
一
朝
一
夕
に
は
効
果
は
な

く
と
も
、
例
え
ば
、
発
が
ん
作
用

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
に
関
す
る
疫
学
的
研
究
や
、

要
素
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
る
（
註
）。

　

さ
ら
に
「
命
は
地
球
よ
り
重

い
」
の
主
張
は
も
は
や
通
ら
な
い

と
す
ら
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
大

前
提
（
命
題
）
を
否
定
し
て
し
ま

っ
て
は
、
単
に
ト
ラ
ン
プ
流
損
得

勘
定
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
大

き
い
。
１
回
約
１
億
７
千
万
円
の

難
病
治
療
薬
は
１
回
で
終
わ
る

し
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
Ⓡ
の
よ
う
な
が

ん
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害

剤
も
、
年
単
位
で
使
い
続
け
る
人

は
限
ら
れ
る
た
め
、
財
政
影
響
は

限
定
的
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る

「
費
用
対
効
果
評
価
」
も
曖
昧
だ

と
し
つ
つ
、
解
決
策
は
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ

と
だ
と
結
論
付
け
て
い
る
。
驚
く

べ
き
は
、
東
京
都
医
師
会
長
も
、

某
製
薬
会
社
の
Ｃ
Ｍ
に
出
演
し

　

世
界
に
誇
る
日
本
の
皆
保
険
制

度
が
、
少
子
高
齢
化
と
並
行
し

て
、
き
し
み
始
め
て
久
し
い
。
年

間
総
医
療
費
が
年
々
う
な
ぎ
上
り

に
増
え
、
２
０
２
４
年
で
は
48
兆

円
を
超
え
た
。
か
つ
て
、
ヒ
ラ
リ

ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
が
来
日
し
た

折
、
日
本
の
皆
保
険
制
度
に
感
銘

（
？
） 

し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
も
取

り
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
の
医
療
制
度
を
取
り
上
げ
た
、

マ
イ
ケ
ル
・
ム
ー
ア
監
督
の
映
画

「
シ
ッ
コ
」（
２
０
０
７
） 

も
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　

五
十
嵐
中
先
生
は
、
薬
価
や
患

者
人
数
だ
け
で
な
く
、
一
人
の
患

者
が
薬
を
使
い
続
け
る
期
間
の
３

（
註
） 

専
門
医
に
聞
く
㊤　

五
十

嵐
中　

朝
日
新
聞
医
療
サ
イ
ト
ア

ピ
タ
ル　

２
０
２
５
・
10
・
12

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
勉
強
会
を
左
記
の
通
り
、
開
催

予
定
で
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

両
国
が
争
っ
て
い
る
と
、
大
国

「
秦
（
漁
師
）」
に
両
者
「
鳥
と

貝
」（
趙
と
燕
）
が
漁
夫
の
利
に

よ
り
亡
ぼ
さ
れ
る
と
説
得
し
た
。

　

翻
っ
て
今
日
の
世
界
情
勢
を
鑑

み
る
と
「
貝
」
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

「
鳥
」
を
ロ
シ
ア
に
見
立
て
ら
れ

る
。

　

「
蚌

ど
ぶ
が
い」

た
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
の
柵

し
が
ら
み、
軛

く
び
き
か
ら
開
放

さ
れ
て
太
平
の
世
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
突
如
「
鷸し

ぎ

（
ロ
シ
ア
）」
が
、
最
も
気
候
温

暖
、
資
源
豊
富
な
「
貝
の
肉
」
の

如
き
場
所
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
へ
攻

め
て
来
て
嘴

く
ち
ば
しを

突
っ
込
ん
だ
の
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
だ
。

　

両
者
（
国
）
互
い
に
譲
ら
ず
、

長
期
戦
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
こ
で
気
に
な
る
の
が
「
漁
夫

の
利
」
を
得
る
国
で
あ
る
。
そ
れ

は
中
国
だ
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
も
ロ
シ

ア
も
長
引
く
戦
争
で
ヘ
ト
ヘ
ト
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
ロ
シ
ア
は
資
源

大
国
。
石
油
、
天
然
ガ
ス
を
中
国

へ
売
れ
ば
戦
費
を
調
達
で
き
る
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
中
国
か
ら

の
関
税
を
上
げ
る
と
警
告
す
れ
ど

中
露
は
陸
続
き
、
い
く
ら
で
も
隠

れ
て
安
く
石
油
を
購
入
で
き
る
。

中
露
の
関
係
は
複
雑
だ
が
、
現

在
、
米
国
に
と
っ
て
の
最
大
の
ラ

イ
バ
ル
は
中
国
で
あ
る
。

　

す
で
に
購
買
力
平
価
で
は
中
国

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
米
国
を
越
え
て
い
る

と
い
う
統
計
デ
ー
タ
も
あ
る
。
歴

史
的
に
人
類
史
上
最
大
の
国
家
は

中
華
帝
国
で
あ
っ
た
。
真
に
「
殷

鑑
遠
か
ら
ず
（
詩
経
）」
で
あ
ろ

う
。

で
「
夫
婦
別
姓
」
に
す
る
必
要
は

全
く
な
い
ん
で
す
。

　

主
権
が
国
民
に
存
す
る
日
本
国

憲
法
下
に
お
い
て
、
主
権
者
で
な

い
国
家
に
主
権
者
で
あ
る
国
民
が

強
制
さ
れ
る
法
律
は
、
憲
法
違
反

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

少
な

く
と
も
憲
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
の
で
、
憲
法
の
趣
旨
に
沿

え
ば
、「
選
択
的
夫
婦
同
姓
」
に

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
う
で

す
。
同
姓
に
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
に
帰

属
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
法
整
備
が
必

要
で
す
。
戸
籍
に
お
い
て
根
本
の

姓
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
家
族
個

人
名
の
項
目
に
、
選
択
す
る
個
人

が
、
名
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
姓

名
を
記
載
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

等
の
法
改
正
を
す
れ
ば
、「
選
択

的
夫
婦
同
姓
」
は
可
能
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

個別指導では録音・弁護士帯同を

員員

稿稿

会

投

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

選択的夫婦同姓

三田市・歯科　　小寺　　修

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

中
国
古
典
に
学
ぶ　
そ
の
９

反
緊
縮
財
政
を
学
ぶ
た
め
に

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

　近年、県下の個別指導（医科）にお
いて、医療指導官・事務官によっては
非常に高圧的・威圧的な態度や、保険
医の人権侵害につながるような暴言な
ど、不適切な個別指導の相談が協会に
寄せられている。
　個別指導は、「保険診療の取扱い、
診療報酬の請求等に関する事項につい
て周知徹底させること」を目的に、
「懇切丁寧に行う」とされている（厚
労省指導大綱）。また、行政手続法第
32条では、個別指導を含む行政指導に
ついて、「相手方の任意の協力」のも
とで行われるものであり、行政は「相
手方が行政指導に従わなかったことを
理由として、不利益な取扱いをしては
ならない」と定めている。
　指導大綱や行政手続法の趣旨から逸
脱するような指導を未然に防ぎ、保険
医の権利を守るためには、指導時の録
音と弁護士帯同が重要である。録音・
弁護士帯同により、指導結果に不利が
生じることはなく、むしろ威圧的な態
度を抑制し、不適切な言動があった場
合にも萎縮することなく対応すること
が可能となる。
　録音は、指導当日に「指導内容の確

認のため」と厚生局に断って録音する
ことができる。指導が指導大綱に沿っ
て適切に行われるために、個別指導時
には必ず録音するようおすすめする。
　弁護士帯同は、指導を受ける保険医
が弁護士に委任し、委任状をあらかじ
め厚生局に送付することで可能であ
る。協会は、指導・監査の法的問題の
検討や改善を提言してきた「保険診療
法制研究会」と連携しており、希望が
あれば研究会所属の弁護士をご紹介す
る。
　実施通知が届いた会員医療機関は、
まずは協会までご連絡いただきたい。
お問い合わせは、医科☎078－393－
1840、歯科☎078－393－1809まで

債
や
借
金
の
仕
組
み
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
。
平
易
で
説

得
力
の
あ
る
一
冊
で
あ
る
。

　

理
論
整
理
の
面
で
は
、
井
上
智

洋
氏
の
『
Ｍ
Ｍ
Ｔ 

現
代
貨
幣
理

論
と
は
何
か
』
が
参
考
に
な
る
。

Ｍ
Ｍ
Ｔ
（
現
代
貨
幣
理
論
）
の
概

要
を
整
理
し
、
日
本
で
の
応
用
可

能
性
や
限
界
も
解
説
し
て
お
り
、

中
立
的
で
信
頼
性
の
あ
る
内
容

だ
。
た
だ
し
、
Ｍ
Ｍ
Ｔ
自
体
は
ま

だ
一
般
に
は
異
端
扱
い
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
。

　

最
後
に
、
私
の
よ
う
な
初
心
者

で
も
理
解
し
や
す
か
っ
た
の
は
、

中
野
明
氏
の
『
Ｍ
Ｍ
Ｔ
の
ポ
イ
ン

ト
が
よ
く
わ
か
る
本
』
で
あ
る
。

経
済
学
者
で
は
な
い
著
者
が
、
図

表
を
使
っ
て
Ｍ
Ｍ
Ｔ
の
要
点
を
初

心
者
向
け
に
ま
と
め
て
お
り
、
詳

細
議
論
は
少
な
め
だ
が
、
す
ら
す

ら
読
め
る
入
門
書
と
し
て
お
勧
め

で
き
る
。

 

【
明
石
市　

西
山　

裕
康
】

オンライン勉強会「PFASって何だろう」
永遠の化学物質PFASについて、もっと知りましょう。
日　時　12月７日（日）19時～20時30分
講　師　京都大学名誉教授　小泉 昭夫 先生
場　所　 Zoom配信　※丹波市・ゆめタウン内市民プラザ２階会議

室にて大型画面による共同視聴も可能（参加費無料）
申込方法　 12月５日（金）までにメールplagomi@mbr.nifty.comまで送信
主　催　丹波アレルギー研究所

ご注文は、
☎078－393－1840まで

『医師・歯科医師のための
 知っておきたい法律知識』

兵庫県保険医協会
保険診療法制研究会作成

ご活用ください
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診診 内内 研研
よよ りり 558

獨協医科大学病院　総合診療科　診療部長 志水　太郎先生講演

診断について

診断エラーの現状と社会的影響
　医療の質と安全性が世界的に重視
される現代において、診断エラーへ
の関心はかつてないほど高まってい
ます。そのきっかけとなったのが、
1999年にNAM（National Academy 
of Medicine）が発表した「To err 
is human」です。このレポートで
は、米国で年間４万4000人から９万
8000人もの人が医療過誤、特に診断
エラーによって命を落としている可
能性が示され、社会に大きな衝撃を
与えました１）。
　この問題は単なる統計上の数字に
とどまらず、実際の医療現場におけ
る訴訟リスクの上昇や、医師・患者
双方の心理的負担にも直結していま
す。実際、診断エラーは医療訴訟に
おける争点として最も多く、また死
因別で見ても心疾患や悪性腫瘍に次
ぐ第３位とも指摘されています２）

３）。
　さらに、診療現場や医療機関の種
類によってその頻度は異なります
が、院内有害事象全体の７～17％に
診断エラーが関与しているとのデー
タもあり４）、日本を含む世界中で診
断の質の向上は急務となっていま
す。

国際的な取り組みと
「Diagnostic Excellence（DEx）」
　こうした背景から、2015年には再
びNAMが「Improving Diagnosis in 
Health Care（IDHC）」を発表し、診
断エラーの学術的意義と社会的影響
が改めて明確化されました。ここか
ら世界中で診断エラーの研究と対策
が本格化し、最近では国際的な病院
機能評価基準であるJCI（Joint 
Commission International）において
も「診断エラー低減への取り組み」
が重要な要件として盛り込まれるな
ど、診断の質は医療の根幹を成すテ
ーマとなっています５）。
　さらに近年では、「診断エラーを
減らす」だけでなく、「診断の質そ
のものをいかに高めるか」という包
括的な視点が求められるようになり

ました。こうした新たな潮流の中で
生 ま れ た の が、「 Diagnost i c 
Excellence（DEx）」 という概念で
す。DExは、これまで重視されてき
た安全性や有効性だけでなく、患者
中心性や効率性、公平性、適時性と
いった医療の質の六つの要素すべて
を診断プロセスに適用し、患者体験
の最大化や不確実性への適切な対
応、限られたリソースの中での的確
な判断を目指すものです６）。
　つまり、診断はもはや医師個人の
能力だけで完結するものではなく、
患者をはじめ多職種の医療スタッ
フ、さらには社会的な環境やシステ
ム全体が一体となって高めていくべ
き協働的な営みとして位置づけられ
ています。JAMA誌などで特集され
たDExの連載では、実際に診断が困
難となるのは珍しい疾患よりも
common diseaseであることが多いこ
と、医療の不確実性に常に向き合う
必要性、そして患者中心のフォロー
アップや協働の重要性が強調されて
います。
　興味深いことに、日本では1963年
という早い時期に、冲中重雄教授が
東京大学での最終講義で、750例の
剖検データに基づき14.2％という誤
診率を報告しています７）。この報告
は、半世紀以上前からわが国でも診
断の本質や限界が意識されてきたこ
とを示しています。

DExを実現するため
求められる能力・態度
　それでは、医師一人ひとりがDEx
を体現するには、どのような能力や
態度が求められるのでしょうか。筆
者らは2022年にDiagnosis誌にて、
診断卓越の構成要素を以下の式で一
般化しました８）。

ECR ＝ e × i － In

　ここで「e」は医師の診断熟達度
（expertise）、「ｉ」 は洞察力
（insight）、「In」は診断を交絡させ
る内在要素（inherent） を表しま
す。この数式化によって、個人がど
の点を伸ばせば診断の質が向上する

のかを明確にし、日々のトレーニン
グや振り返りの指針とすることがで
きます。
　とくにe（expertise）は、基礎医
学や臨床医学の知識に加え、それら
を現場で統合的に活用できる実践的
能力が重要です。たとえば、解剖学
や生理学といった基礎医学の知識
は、まれな疾患や非典型的な症状に
も応用可能です。また、症例ごとの
「イルネススクリプト」や、論文・
カンファレンスを通じた多様な経験
の蓄積も、診断推論の幅を広げま
す。経験した症例を都度振り返り、
同僚と意見交換しながらメタ認知的
な自己点検を行うことで、知識や直
観のバイアスも補正できます。さら
に、AIなどの最新技術を活用するこ
とで、思考の幅や再現性を高めるこ
とも現代的なexpertise強化の方法で
す。
　expertiseのもう一つの柱が、病歴
聴取や身体所見を中心とした情報収
集の技術です。たとえば病歴では、
患者の訴えや背景、既往歴、生活状
況などを多角的かつ網羅的に整理す
るための「６Cモデル」９）などが有
効です。診察では、患者が診察室に
入る瞬間から、姿勢・歩行・表情・
服装・視線などを丹念に観察するこ
とが大切です。直観的に「何か違和
感がある」と感じ取る観察眼も重要
ですが、なかなか直観が働かない場
合には、要素ごとに分解して一つひ
とつ冷静に分析することが、偏りや
見落としを防ぐカギとなります。
　筆者が経験した腹痛患者の例で
は、手掌の複数の手術痕に気づいた
ことから、その患者が職業的に手を
酷使していた事実が分かり、さらに
腹筋の長時間使用が腹痛と関係して
いることに辿りつきました。この患
者は過去に何度も病院で精査され、
各種画像検査でも異常が発見できな
かったものの、丁寧な病歴聴取と身
体所見から腹直筋上の神経絞扼症候
群（ACNES）を診断し、適切な治
療につなげることができました。こ
うしたアプローチは、過剰な検査や
不必要な医療介入を減らすうえでも

極めて重要です。

診断卓越を高めるために
　最後に、診断卓越を持続的に高め
るためには、日々の症例や経験を同
僚とともに振り返り、知識や技術の
較正（キャリブレーション）を重ね
ていく姿勢が欠かせません。診断は
多面的な協働作業であり、一人の熟
練だけでなく、チームとしての知恵
や多職種の視点、患者自身の声を統
合することで、真のDExが実現しま
す。
　DExは今後の医療において最大級
のテーマとなり、多くの医療者がそ
の実践に関心を持ち、日常臨床や教
育現場での取り組みを通じて、医療
の質向上を目指してほしいと考えま
す。本稿が、兵庫県の幅広い専門領
域の医師の皆様にとって、日々の診
療や自己研鑽の一助となれば幸いで
す。
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もっと便利な積立保険

※労務トラブルに関する保険もお問い合わせください！
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保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害も安心

秋は一時払の増額受付のみ
〈締切11月30日〉

しっかり増やす貯蓄型保険

介護保険Sasa*L (ササエル)
保険料が断然安い

〈次回受付は４月１日開始〉

秋の共済募集 好評受付中！秋の共済募集 好評受付中！


